
平
成
二
十
五
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
八
回
大
会
案
内
・
要
旨
集期

日

十
二
月
七
日
（
土
）・
八
（
日
）

会
場

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

後
援

宮
崎
県
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平
成
二
十
五
年
度
冬
季

会
場

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

（
Ｊ
Ｒ
宮
崎
駅
よ
り
車
で
約
５
分
）

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
八
回
大
会
案
内

〒
八
八
〇
―
八
五
一
二

宮
崎
市
松
山
一
―
一
―
一

電
話

〇
九
八
五
―
二
七
―
一
二
一
二

○
同
封
の
葉
書
に
出
・
欠
を
ご
記
入
の
上
、
十
一
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま

す
）。

○
十
二
月
七
日
（
土
）
の
、
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
／
委
員
の
み
）、
懇
親
会
費
（
一
般
・
八
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
・
五
、
〇
〇
〇
円
）、
レ
ジ
ュ
メ
資
料
代

（
一
、
〇
〇
〇
円
）、
十
二
月
八
日
（
日
）
の
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
／
〇
一
七
四
〇
―
四
―
七
三
八
四
六
、
口
座

名
称
／
宮
崎
県
立
看
護
大
学
大
館
真
晴
研
究
室
）
に
て
十
一
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
大
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
大
会
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒

―

宮
崎
市
ま
な
び
野
三
―
五
―
一

880

0929

宮
崎
県
立
看
護
大
学

大
館
真
晴
研
究
室

メ
ー
ル

odate@m
pu.ac.jp

E

FAX

〇
九
八
五
―
五
九
―
七
七
四
六

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
左
記
の
当
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒

―

横
浜
市
泉
区
緑
園
四
―
五
―
三

245

8650

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
竹
内
研
究
室
内

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

メ
ー
ル

zenkoku.ferris2012@gm
ail.com

E

FAX
〇
四
五
―
三
三
〇
―
六
〇
六
七

○
十
二
月
八
日
（
日
）
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
施
設
の
お
手
配
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
ご
案
内
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。



- 3 -

第
一
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
七
日(

土)

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

委

員

会(

時

分
～

時

分)

西
館
十
階

ス
カ
イ
ホ
ー
ル

11

30

12

30

大

会
受
付

時

分
～

12

30

開
会

時

分

13

00

会
場

東
館
三
階

碧
燿
の
間

開
会
の
辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授

犬
飼

公
之

会
長
挨
拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

大
会
担
当
校
挨
拶

宮
崎
県
立
看
護
大
学
学
長

瀬
口

チ
ホ

宮
崎
県
副
知
事
挨
拶

宮
崎
県
副
知
事

内
田

欽
也

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

10

16

00

テ
ー
マ
「
日
本
文
学
に
み
る
「
旅
」」

基
調
講
演
（

時

分
～

時

分
）

13

10

14

10

円
環
の
思
想
―
旅
に
つ
い
て
―

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
旅
の
歌
の
魅
力
」（

時

分
～

時

分
）

14

30

16

00
パ
ネ
リ
ス
ト

万
葉
び
と
の
旅
は
何
を
発
見
し
た
か
？

國
學
院
大
學
教
授

辰
巳

正
明

あ
く
が
れ
と
し
て
の
旅
―
若
山
牧
水
を
通
し
て
―

宮
崎
県
立
図
書
館
名
誉
館
長
・
歌
人

伊
藤

一
彦

旅
の
歌

歌
人

小
島
ゆ
か
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

奈
良
大
学
教
授

上
野

誠
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懇
親
会
（

時

分
～

時

分
）

16

30

18

30

会
場

東
館
三
階

緋
燿
の
間

会
費

一
般

八
、
〇
〇
〇
円

大
学
院
生

五
、
〇
〇
〇
円

第
二
日

十
二
月
八
日
（
日
）

受
付
開
始

時

分

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

8

45

研
究
発
表
会

会
場

東
館
三
階

碧
燿
の
間

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
奈
良
大
学
教
授

上
野

誠

9

10

12

00

大
伴
家
持
の
防
人
歌
収
集
と
防
人
関
係
長
歌
の
詠
出

発
表
者
／
國
學
院
大
學
大
学
院
生

神
宮

咲
希

司

会
／
香
川
高
等
専
門
学
校
准
教
授

東
城

敏
毅

『
日
本
霊
異
記
』
の
歌
謡

発
表
者
／
元
國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
生

岩
井

護

司

会
／
成
城
大
学
教
授

山
田

直
巳

〈
休
憩
〉

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
夕
霧
の
人
生
儀
礼
―
籠
り
の
空
間
と
し
て
の
二
条
東
院
―

発
表
者
／
山
口
大
学
大
学
院
生

趙

暁
燕

司

会
／
國
學
院
大
學
非
常
勤
講
師

津
島

昭
宏

内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
『
紫
明
抄
』
の
注
釈
内
容

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

カ
ラ
ー
ヌ
ワ
ッ
ト
・
タ
リ
ン

司

会
／
慶
応
義
塾
大
学
教
授

田
坂

憲
二
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昼
食
・
休
憩
（

時

分
～

時

分
）

12

00

13

00

午
後
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授

犬
飼

公
之

13

00

15

50

中
上
健
次
『
奇
蹟
』
―
タ
イ
チ
の
救
済
―

発
表
者
／
中
京
大
学
大
学
院
生

佐
藤

綾
佳

司

会
／
玉
川
大
学
非
常
勤
講
師
・
立
教
大
学
兼
任
講
師

山
田

夏
樹

与
謝
野
晶
子
「
北
備
渓
谷
の
秋
」
の
旅
と
岡
山
―
渡
辺
喜
作
順
正
高
等
女
学
校
長
宛
書
簡
他
、「
旅
」
と
「
旅
先
」
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
―

発
表
者
／
就
実
短
期
大
学
准
教
授

加
藤
美
奈
子

司

会
／
和
洋
女
子
大
学
教
授

木
谷
喜
美
枝

〈
休
憩
〉

弘
前
・
秋
田
・
山
形
所
在
の
往
来
物
資
料
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
目
的
と
出
版
地
域
に
よ
る
分
類
か
ら
の
検
討
―

発
表
者
／
弘
前
大
学
教
授

郡

千
寿
子

司

会
／
熊
本
県
立
大
学
教
授

半
藤

英
明

饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
二
種
の
語
彙
に
つ
い
て
―
畜
類
門
・
草
木
門
語
彙
を
中
心
と
し
て
―

発
表
者
／
駒
澤
大
学
教
授

萩
原

義
雄

司

会
／
熊
本
県
立
大
学
教
授

半
藤

英
明

授

賞

式

（

時

分
～

時

分
）

15

50

16

00

研
究
発
表
奨
励
賞

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
崎
県
立
看
護
大
学
准
教
授

大
館

真
晴
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平
成
二
十
五
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
八
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
文
学
に
見
る
「
旅
」

「
旅
」
は
日
本
文
学
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、「
旅
」
の
表
現
に
は
、
宗
教
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の
様
々
な
日
本
文
化
の
特
質
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
特
に
歌
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
日
本
文
化
の
特
質
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の
基
調
講
演
な
ら

び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
記
紀
万
葉
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
「
旅
」
の
歌
を
と
り
あ
げ
議
論
を
深
め
る
こ
と
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
旅
」
の
魅

力
と
い
う
も
の
を
、
若
山
牧
水
を
生
ん
だ
宮
崎
の
地
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
調
講
演

円
環
の
思
想
―
旅
に
つ
い
て
―

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
旅
の
歌
の
魅
力
」

パ
ネ
リ
ス
ト

万
葉
び
と
の
旅
は
何
を
発
見
し
た
か
？

國
學
院
大
學
教
授

辰
巳

正
明

あ
く
が
れ
と
し
て
の
旅
―
若
山
牧
水
を
通
し
て
―

宮
崎
県
立
図
書
館
名
誉
館
長
・
歌
人

伊
藤

一
彦

旅
の
歌

歌
人

小
島
ゆ
か
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

奈
良
大
学
教
授

上
野

誠
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平
成
二
十
五
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
八
回
大
会

研
究
発
表
会

【
研
究
発
表
／
午
前
】

大
伴
家
持
の
防
人
歌
収
集
と
防
人
関
係
長
歌
の
詠
出

國
學
院
大
學
大
学
院
生

神
宮

咲
希

『
万
葉
集
』
巻
二
十
に
収
載
さ
れ
る
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
歌
に
は
、
防
人

や
そ
の
家
族
の
歌
と
共
に
、大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
防
人
関
係
長
歌
が
三
首
あ
る
。

防
人
関
係
長
歌
三
首
は
い
ず
れ
も
、
家
族
と
別
れ
て
旅
立
つ
防
人
た
ち
の
悲

し
み
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
防
人
歌
の
悲
し
み
の
心
と
対
応
す
る
。
そ
の
た

め
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
長
歌
三
首
は
家
持
が
部
領
使
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た

防
人
歌
に
触
発
さ
れ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
す
る
理
解
が
あ
る
。
し
か
し
、

長
歌
二
首
目
の
「
防
人
の
情
と
為
る
」
と
い
っ
た
形
式
は
、
例
え
ば
『
文
選
』

楽
府
に
あ
る
「
燕
歌
行
」
等
に
見
ら
れ
る
「
民
衆
を
管
理
す
る
者
が
民
衆
の
立

場
に
代
わ
っ
て
詩
を
詠
む
」
と
い
う
中
国
詩
の
形
式
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
に
は
漢
代
以
来
の
採
詩
の
制
度
が
あ
る
。
家
持
が
防
人

歌
を
収
集
し
、
さ
ら
に
は
防
人
の
心
に
代
わ
っ
て
歌
を
詠
む
と
い
う
の
は
、『
詩

経
』
や
楽
府
に
基
づ
く
な
ら
ば
民
衆
の
声
を
聞
き
、
民
衆
の
心
に
代
わ
る
と
い

う
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

何
故
家
持
は
天
平
勝
宝
七
歳
に
防
人
歌
を
収
集
し
、
防
人
へ
の
悲
し
み
を
詠

ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
家
持
の
政
治
観
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
家
持
は
越
中
国
司
の
時
代
に
、
『
尚
書
』
の
理
解
に
基
づ
い
た
、
君
臣

一
体
の
政
治
を
理
想
と
す
る
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
天
皇
は
、

東
大
寺
の
大
仏
建
立
に
心
血
を
注
い
で
お
り
、
天
皇
の
意
識
は
仏
へ
の
信
仰
に

中
心
が
置
か
れ
て
い
て
、
天
皇
に
奉
仕
す
る
臣
下
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
政
治
の
実
態
は
、
家
持
の
理
想
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
本
発
表
で
は
、
家
持
に
よ
る
天
平
勝
宝
七
歳
の
防

人
歌
収
集
と
防
人
関
係
長
歌
三
首
の
詠
出
の
背
後
に
は
、
周
代
の
政
治
を
理
想

と
し
た
家
持
に
よ
る
、
防
人
の
悲
し
み
の
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て

防
人
歌
収
集
と
防
人
関
係
長
歌
三
首
の
詠
出
は
、
理
想
的
な
政
治
を
希
求
す
る

家
持
が
、
別
離
を
強
い
ら
れ
て
悲
し
む
防
人
た
ち
の
姿
を
民
の
苦
し
み
と
し
て

解
し
、
「
民
は
国
の
根
本
で
あ
る
」
と
す
る
『
尚
書
』
の
思
想
を
理
解
し
た
上

で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
歌
謡元

國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
生

岩
井

護

『
日
本
霊
異
記
』(

以
下
『
霊
異
記
』)

は
、
弘
仁
年
間(

八
一
〇
～
二
四)

の

成
立
と
さ
れ
る
日
本
最
初
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
原
文
は
漢
文
体
で
あ
る
が
、

条
末
の
「
訓
釈
」
と
本
文
の
「
歌
謡
」
と
は
、
大
方
「
万
葉
仮
名
」
で
書
か
れ

て
い
て
、
奈
良
時
代
の
国
語
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

『
霊
異
記
』
の
「
歌
謡
」
は
、
上
巻
の
第
二
話
と
第
四
話
、
お
よ
び
中
巻
の

第
二
話
に
「
短
歌
」
が
、
中
巻
の
第
三
十
三
話
と
下
巻
の
第
三
十
八
話
に
は
、

「
童
謡
」
と
称
す
る
歌
謡
が
見
え
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
の
、
例
え
ば
上
巻
の
第
二
話
に
見
え
る
短
歌
の
、

古
比
波
未
那
和
我
宇
弊
迩
於
知
奴
多
万
可
支
流
…
…(

興
福
寺
本
・
原
文)

古
非
皮
ネ
奈
和
我
戸
尓
於
知
奴
多
万
可
妓
畄
…
…(

高
野
本
・
原
文)

と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
上
代
特
殊
仮
名
遣
で
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
甲
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類
の
「
古(

コ)

」
は
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
乙
類
で
は
、
興
福
寺
本

の
「
比(

ヒ)

」
と
「
弊(

へ)

」
と
に
誤
り
が
あ
る
傍
ら
、
高
野
本
の
「
非(

ヒ)

」

と
「
戸(

へ)

」
と
は
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
表
記
」
の
面
を
見
れ
ば
、
興
福
寺
本
は
万
葉
仮
名
の
草
体
化
が
進

ん
で
い
て
、「
於
」
や
「
奴
」
な
ど
は
平
仮
名
に
近
く
、
高
野
本
で
は
、「
皮(

波)

」

ネ(

弥)

」「
畄(
留)

」
な
ど
の
「
略
体
仮
名
」
が
目
立
つ
。

ま
た
、
興
福
寺
本
の
上
巻
第
四
話
に
は
、
「
伊
可
流
可
乃
…
…
三
奈
和
数
良

礼
女
」
と
あ
る
が
、『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
で
は
、
「
伊
加
留
我
乃
…
…
彌
奈

和
須
良
叡
米
」
と
あ
っ
て
『
霊
異
記
』
の
「
礼(

レ)

」
と
『
法
王
帝
説
』
の
「
叡

(

エ)

」
と
に
異
同
が
あ
る
ほ
か
、『
補
闕
記
』
に
は
、
「
斑
鳩
乃
…
…
御
名
忘
也

米
」
と
見
え
、『
伝
略
・
下
』
で
は
、「
怒
鹿
之
…
…
御
名
者
忘
目
」
と
あ
る
な

ど
、
諸
本
や
関
連
文
献
に
よ
る
表
記
の
異
同
と
、
こ
れ
に
伴
う
語
法
の
異
同
も

見
え
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、『
霊
異
記
』
の
「
歌
謡
」
に
用
い
ら
れ
た
「
表
記
」
に
つ
い
て
、

諸
本
や
関
連
文
献
と
の
対
照
に
よ
る
異
同
を
分
析
し
、『
霊
異
記
』
の
「
歌
謡
」

に
お
け
る
諸
本
の
位
置
づ
け
を
探
る
も
の
と
す
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
夕
霧
の
人
生
儀
礼

―
籠
り
の
空
間
と
し
て
の
二
条
東
院
―

山
口
大
学
大
学
院
生

趙

暁
燕

光
源
氏
の
息
子
夕
霧
は
、
少
女
巻
で
元
服
を
迎
え
る
。
当
時
、
上
流
貴
族
の

子
弟
に
は
蔭
位
の
制
と
い
う
優
遇
措
置
が
あ
り
、
元
服
後
す
ぐ
に
政
治
の
世
界

へ
参
入
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
光
源
氏
は
夕
霧
に
大
学
寮
入
学

と
い
う
進
路
を
歩
ま
せ
て
ゆ
く
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
元
服
か
ら
大
学
寮
入
学

と
い
う
一
連
の
物
語
展
開
の
中
に
、
成
人
儀
礼
の
持
つ
本
来
的
な
構
造
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
聖
な
る
時
空
で
の
一
時
的
な
籠
り
と
、
そ
の

籠
り
を
契
機
と
し
て
聖
な
る
力
が
授
与
さ
れ
て
ゆ
く
様
相
に
つ
い
て
読
み
取
る

こ
と
に
な
る
。

夕
霧
の
大
学
寮
生
活
は
、
二
条
東
院
が
舞
台
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ

の
生
活
が
「
籠
る
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
ゆ
く
点
で
あ
る
。
少
女

巻
に
は
６
例
の
「
籠
る
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
５
例
が
夕
霧
の
二
条
東
院
生

活
に
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
物
語
は
積
極
的
に
「
籠
る
」
と
い
う
表
現

を
夕
霧
に
結
び
付
け
て
き
て
い
る
と
捉
え
て
よ
い
。
ち
な
み
に
こ
の
語
に
は
、

隔
離
さ
れ
た
時
空
に
一
定
期
間
滞
留
し
、
聖
な
る
力
を
獲
得
す
る
と
い
う
発
想

が
認
め
ら
れ
る
（
『
王
朝
語
辞
典
』
）
。
こ
れ
は
成
人
儀
礼
に
通
じ
る
も
の
で
も

あ
る
。
文
化
人
類
学
や
民
俗
学
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
本
来
的
な
成
人
儀
礼
で
は
、

一
時
的
に
隔
離
さ
れ
た
生
活
を
送
る
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
夕
霧

の
二
条
東
院
生
活
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
成
人
儀
礼
の
隔
離
生
活
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
年
長
者
に
よ
る
聖
な

る
力
の
授
与
で
あ
る
。
少
女
巻
の
文
脈
で
、
こ
の
役
割
を
担
う
の
は
「
ま
め
や

か
」
な
「
才
深
き
師
」
と
な
る
。
従
来
、
夕
霧
の
「
ま
め
」
に
つ
い
て
は
、
葵

の
上
や
内
大
臣
と
い
っ
た
母
方
の
血
筋
に
よ
る
継
承
と
説
か
れ
て
き
た
が
、
論

者
は
こ
の
件
に
関
し
、
用
例
の
初
出
状
況
か
ら
考
え
て
「
才
深
き
師
」
の
「
ま

め
」を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

夕
霧
は
、
元
服
を
契
機
と
し
て
父
光
源
氏
や
母
方
と
い
っ
た
血
縁
者
集
団
か

ら
引
き
離
さ
れ
、
「
師
」
と
い
う
血
縁
外
の
者
か
ら
「
ま
め
」
と
「
才
」
と
い

う
力
を
授
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
夕
霧
の
人
生
は
、
こ
の
後
天
的
な
力
を
軸
と

し
て
自
立
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
『
紫
明
抄
』
の
注
釈
内
容

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

カ
ラ
ー
ヌ
ワ
ッ
ト
・
タ
リ
ン

鎌
倉
時
代
の
代
表
的
な
『
源
氏
物
語
』
古
注
釈
に
『
紫
明
抄
』
が
あ
る
。
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素
寂
が
久
明
親
王
の
命
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
伝
本
の
数
が
少
な

い
上
に
、
現
存
し
て
い
る
完
本
は
京
都
大
学
文
学
部
本
（
角
川
書
店
版
の

底
本
）
、
そ
し
て
本
発
表
で
と
り
あ
げ
る
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
の
二
本
し
か

な
い
。
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
の
分
量
は
京
大
本
の
半
分
に
も
及
ば
な
い
程

度
で
あ
る
た
め
、
本
書
は
『
紫
明
抄
』
の
抄
出
本
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

本
書
に
は
京
大
本
ほ
か
の
『
紫
明
抄
』
諸
本
に
み
え
な
い
独
自
の
項
目
が

含
ま
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
書
は
内
閣
文
庫
蔵
十
冊
本
『
紫

明
抄
』
の
略
本
、
あ
る
い
は
『
紫
明
抄
』
の
初
稿
本
的
な
も
の
な
ど
と
言

わ
れ
て
き
た
が
、
本
発
表
で
は
、
従
来
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
注
記

内
容
の
特
徴
を
も
と
に
、
内
閣
文
庫
三
冊
本
を
新
た
に
位
置
づ
け
て
み
た

い
。ま

ず
は
、
『
紫
明
抄
』
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
『
光
源
氏
物
語
抄
』

の
素
寂
説
と
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
の
注
釈
内
容
と
を
比
較
し
、
ど
ち
ら
が

素
寂
の
初
期
的
な
注
釈
と
い
え
る
の
か
を
検
討
す
る
。
次
い
で
注
目
し
た

い
の
は
、
京
大
本
ほ
か
の
『
紫
明
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
注
釈
内

容
の
中
で
も
、
『
水
原
抄
』
『
河
海
抄
』
そ
し
て
『
花
鳥
余
情
』
と
関
わ
り

の
あ
る
注
記
で
あ
る
。
特
に
、
散
逸
し
た
『
水
原
抄
』
と
関
わ
る
注
記
は
、

「
水
原
」
な
ど
と
出
典
名
を
示
す
例
と
、
『
河
海
抄
』
所
引
の
『
水
原
抄
』

説
に
一
致
す
る
例
と
が
あ
り
、
と
も
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

『
河
海
抄
』『
花
鳥
余
情
』
の
説
と
近
似
し
た
内
容
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
後
代
の
注
釈
書
と
本
書
と
の
関
係
を
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
本
発
表
で
は
、
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本
『
紫
明
抄
』
に
つ

い
て
、
『
光
源
氏
物
語
抄
』
と
の
比
較
か
ら
素
寂
説
の
展
開
を
と
ら
え
な
お

し
つ
つ
、
『
水
原
抄
』
『
河
海
抄
』
『
花
鳥
余
情
』
と
関
わ
る
注
釈
内
容
の
検

討
な
ど
か
ら
、
『
紫
明
抄
』
と
し
て
は
際
だ
っ
た
特
色
を
も
つ
本
書
の
新
た

な
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

【
研
究
発
表
／
午
後
】

中
上
健
次
『
奇
蹟
』

―
タ
イ
チ
の
救
済
―

中
京
大
学
大
学
院
生

佐
藤

綾
佳

『
奇
蹟
』
は
秋
幸
三
部
作
と
連
続
す
る
作
品
と
考
え
る
。
『
奇
蹟
』
に
は
、

死
後
に
ト
モ
ノ
オ
ジ
の
幻
覚
に
現
れ
る
は
ず
の
オ
リ
ュ
ウ
ノ
オ
バ
が
生
前
か
ら

現
れ
、
居
る
は
ず
の
な
い
こ
の
二
人
が
、
タ
イ
チ
が
ダ
ム
に
沈
め
ら
れ
た
場
面

に
居
合
わ
せ
る
な
ど
の
曖
昧
さ
と
、
秋
幸
三
部
作
の
持
つ
現
実
的
な
緻
密
さ
が

混
在
す
る
。時
間
軸
や
登
場
人
物
の
曖
昧
さ
は
タ
イ
チ
の
死
の
場
面
で
際
立
つ
。

そ
れ
は
、
タ
イ
チ
を
如
何
に
救
済
し
よ
う
か
と
い
う
中
上
の
葛
藤
の
現
れ
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

高
貴
で
澱
ん
だ
血
を
持
つ
中
本
の
一
統
の
タ
イ
チ
は
、
一
統
の
他
の
者
が
女

遊
び
に
明
け
暮
れ
る
中
、
幼
く
し
て
極
道
と
な
り
殺
人
を
犯
す
。
こ
の
タ
イ
チ

に
〝
真
っ
当
に
な
れ
〟
と
息
子
の
ヒ
デ
ジ
と
い
う
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

た
。
ヒ
デ
ジ
は
生
ま
れ
る
朝
オ
リ
ュ
ウ
ノ
オ
バ
の
夢
で
仏
か
ら
託
さ
れ
た
赤
子

で
あ
っ
た
が
、
生
後
三
ヶ
月
で
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
タ
イ
チ
は
救
済
さ

れ
ず
、
仏
は
新
た
な
苦
難
を
タ
イ
チ
に
与
え
る
。
タ
イ
チ
は
路
地
総
出
で
磯
遊

に
行
か
せ
た
の
が
仇
と
な
り
、こ
の
日
に
タ
イ
チ
は
路
地
か
ら
連
れ
去
ら
れ
る
。

中
上
は
、
路
地
が
作
っ
た
中
本
の
一
統
の
最
後
の
者
を
路
地
の
消
滅
と
共
に
救

済
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
特
異
性
ゆ
え
、
タ
イ
チ
を
救
済
す
る
の
は
容
易
で

な
い
。
そ
の
た
め
タ
イ
チ
の
死
に
関
わ
る
場
面
で
現
実
感
を
持
た
な
い
夢
幻
的

な
世
界
を
作
り
、
曖
昧
さ
を
利
用
し
て
救
済
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
。秋

幸
三
部
作
と
比
較
し
て
、
こ
の
作
品
の
特
徴
を
成
す
の
は
仏
教
的
な
イ
メ

ー
ジ
の
頻
出
で
あ
る
。
路
地
は
蓮
池
を
埋
め
立
て
た
場
所
だ
。
実
際
に
は
極
楽

と
は
言
え
な
い
環
境
だ
が
、
路
地
の
者
は
蓮
華
の
台
と
い
う
自
ら
の
心
に
存
在

す
る
極
楽
に
住
ん
で
い
る
。
ま
た
、
路
地
に
あ
る
夏
芙
蓉
は
架
空
の
花
だ
が
、
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芙
蓉
は
蓮
の
異
名
の
た
め
蓮
と
考
え
て
も
よ
い
。
そ
し
て
、
中
上
が
ハ
チ
鳥
を

モ
デ
ル
に
し
た
と
す
る
夏
芙
蓉
に
群
れ
る
金
色
の
小
鳥
を
、
仏
教
に
出
て
く
る

金
翅
鳥
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
中
上
は
、
こ
う
し
た
仏
教
の
イ
メ

ー
ジ
を
伏
線
と
し
て
、
最
後
に
タ
イ
チ
を
お
釈
迦
様
の
掌
に
乗
せ
昇
天
さ
せ
る

こ
と
で
救
済
し
た
の
だ
。

与
謝
野
晶
子
「
北
備
渓
谷
の
秋
」
の
旅
と
岡
山

―
渡
辺
喜
作
順
正
高
等
女
学
校
長
宛
書
簡
他
、
「
旅
」
と
「
旅
先
」
に
も
た
ら
さ
れ

る
も
の
―

就
実
短
期
大
学
准
教
授

加
藤
美
奈
子

与
謝
野
晶
子
「
北
備
渓
谷
の
秋
」（
『
街
頭
に
送
る
』（
昭
和
六
年
）
所
収
）

に
は
、
昭
和
四
年
十
月
、
与
謝
野
寛
と
と
も
に
招
か
れ
て
岡
山
県
北
部
、

現
在
の
高
梁
市
周
辺
を
訪
れ
た
旅
程
と
所
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
文
学
者

の
「
旅
」
に
よ
り
「
旅
先
」
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
（
書
簡
・
揮
毫
、
地

方
文
芸
誌
・
郷
土
史
・
校
史
、
文
学
碑
等
）
は
、
時
に
「
発
見
」
さ
れ
、

足
跡
・
作
品
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
、
意
義
付
け
ら
れ
る
。

一
方
、
「
旅
先
」
の
地
域
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
（
時
に
「
観
光
資
源
」

と
し
て
）
引
用
・
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
典
拠
の
如
何
は
敢
え
て
問
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
ま
ま
「
語
り
伝
え
」
ら
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
本

発
表
で
は
、
晶
子
の
「
北
備
渓
谷
の
秋
」
の
「
旅
」
が
「
旅
先
」
で
あ
る

高
梁
地
域
に
も
た
ら
し
た
諸
資
料
を
示
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

「
北
備
渓
谷
の
秋
」
の
晶
子
・
寛
の
旅
中
詠
は
、
「
冬
柏
」
（
昭
和
五
年

一
一
月
）
・
『
與
謝
野
寛
短
歌
全
集
』
（
昭
和
八
年
）
に
確
認
さ
れ
る
が
、
全

集
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。「
旅
先
」
で
揮
毫
さ
れ
た
直
筆
資
料
と
し
て
、

宿
泊
先
の
旅
館
に
軸
・
短
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
旅
」
の
後
、
高
梁
で

晶
子
を
迎
え
た
側
の
一
人
で
あ
る
渡
辺
喜
作
順
正
高
等
女
学
校
長
に
宛
て

ら
れ
た
書
簡
（
昭
和
五
年
二
月
十
四
日
付
）
は
、
晶
子
の
『
女
子
作
文
新

講
』
巻
一
～
四
（
昭
和
四
～
五
年
）
を
教
科
書
・
副
読
本
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
を
依
頼
す
る
内
容
の
新
出
資
料
で
あ
る
。
全
文
を
掲
げ
考
察
を
加

え
る
。

郷
土
史
『
豊
永
村
誌
』
（
昭
和
八
年
）
は
、
「
名
勝
」
の
一
項
目
「
満
奇

洞

一
名
槙
の
穴
」
で
、
「
歌
人
与
謝
野
夫
婦
」
来
訪
に
言
及
し
て
い
る
。

地
方
文
芸
誌
「
備
北
文
学
」
（
昭
和
五
二
年
一
二
月
）
は
、
「
北
備
渓
谷
の

秋
」
に
「
深
切
な
案
内
役
」
と
し
て
名
前
の
見
え
る
「
芳
賀
直
次
郎
氏
」

の
直
話
を
載
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
資
料
に
も
旅
中
詠
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
全
集
及
び
前
掲
資
料
未
収
録
歌
を
含
む
。
諸
資
料
を
比
較
し
、
短

歌
作
品
の
所
収
状
況
・
異
同
を
示
す
。

「
旅
先
」
の
資
料
が
恐
ら
く
は
多
く
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
右
の
諸
資
料

も
実
見
し
難
い
現
状
に
あ
る
。
加
え
て
、
「
旅
先
」
で
あ
る
地
域
で
見
出
さ

れ
た
「
も
の
」
を
、
「
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
」
に
つ
い
て
、
苦
慮
せ
ざ
る
を

得
な
い
一
面
を
併
せ
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
教
示
を
得
た
い
。

弘
前
・
秋
田
・
山
形
所
在
の
往
来
物
資
料
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
目
的
と
出
版
地
域
に
よ
る
分
類
か
ら
の
検
討
―

弘
前
大
学
教
授

郡

千
寿
子

【
主
旨
】
往
来
物
は
、
日
本
社
会
の
近
代
化
に
関
わ
る
重
要
な
資
料
群
で
あ
り
、

生
活
規
範
確
立
に
寄
与
す
る
も
の
だ
が
、
発
掘
調
査
や
資
料
的
価
値
な
ど
、
そ

の
研
究
は
十
分
に
す
す
ん
で
い
な
い
。
本
発
表
で
は
、
東
北
地
域
の
図
書
館
等

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
往
来
物
資
料
調
査
に
基
づ
き
、
従
来
、
教
育
史
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
往
来
物
資
料
が
、
近
世
庶
民
教
育
や
日
本
語

史
、地
域
や
文
化
の
研
究
資
料
と
し
て
も
有
用
性
が
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
い
。

近
世
期
に
ど
う
い
っ
た
種
類
の
往
来
物
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
利
用
さ
れ
て
い
た
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の
か
を
目
的
別
に
分
類
し
、
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
出
版
地
域
を
特
定

整
理
し
、
出
版
地
域
別
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
結
果
を
公
表
す
る
。

【
方
法
】
東
北
地
域
の
う
ち
、
弘
前
市
立
図
書
館
、
秋
田
県
立
図
書
館
、
酒
田

市
立
光
丘
文
庫
、
山
形
県
立
博
物
館
教
育
資
料
館
所
蔵
の
近
世
期
版
本
往
来
物

資
料
に
つ
い
て
、
目
的
別
と
出
版
地
域
別
に
分
類
整
理
し
、
グ
ラ
フ
化
し
て
比

較
検
討
を
試
み
た
。

【
結
論
】
往
来
物
資
料
の
所
蔵
状
況
と
い
う
特
殊
な
面
か
ら
の
比
較
検
討
で
あ

り
、
ひ
と
つ
の
傾
向
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
共
通
点
や
相
違
点
、
ま
た
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
目
的
別
分

類
か
ら
は
、
ど
う
い
っ
た
種
類
の
往
来
物
が
作
成
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
か

を
知
る
手
が
か
り
を
得
ら
れ
た
。
出
版
地
域
別
分
類
か
ら
は
、
内
陸
部
（
弘
前
・

山
形
）
と
日
本
海
域
（
秋
田
・
酒
田
）
と
で
は
分
布
に
差
が
あ
る
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
世
期
に
お
け
る
日
本
海
の
海
上
交
通
（
北
前
船
）

に
よ
っ
て
、
陸
路
と
は
別
に
海
路
か
ら
の
直
接
的
な
関
西
文
化
圏
か
ら
の
文
化

流
入
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
傍
証
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
二
種
の
語
彙
に
つ
い
て

―
畜
類
門
・
草
木
門
語
彙
を
中
心
と
し
て
―

駒
澤
大
学
教
授

萩
原

義
雄

【
主
旨
】

室
町
時
代
の
古
辞
書
に
お
け
る
標
記
語
及
び
語
註
記
の
所
載
状
況
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
一
語
一
語
に
照
射
す
る
方
法
で
「
魚
名
「
し
い
ら
【
鱪
】
」

攷
」な
ど
の
発
表
と
古
辞
書
全
体
に
お
け
る
語
の
収
載
を
把
握
す
る
意
味
で
『
下

學
集
』『
節
用
集
』『
運
歩
色
葉
集
』
な
ど
の
語
彙
全
体
に
関
わ
る
事
象
を
発
表

者
は
こ
れ
ま
で
稽
査
し
て
き
た
。

そ
の
古
辞
書
中
に
あ
っ
て
刷
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
饅
頭
屋
本
二
種
（
初
版

本
と
増
刋
本
と
す
）
に
つ
い
て
、
同
じ
饅
頭
屋
本
で
あ
っ
て
も
、
語
の
増
刋
に

よ
る
相
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
先
賢
に
よ
り
指
摘
さ
れ
、
発
表
者
も
再
検

証
を
試
み
て
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
提
示
し
て
い
る
。
今
般
、
こ
の
饅
頭
屋
本

『
節
用
集
』
二
種
が
如
何
な
る
先
行
古
辞
書
の
影
響
を
承
け
て
い
る
の
か
を
端

的
に
比
較
し
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
収
載
全
般
に
お

け
る
語
は
部
門
毎
に
見
た
時
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
と
云
っ
た
全

貌
は
、
も
う
少
し
先
の
こ
と
に
な
る
が
、
本
発
表
で
は
畜
類
門
・
草
木
門
の
二

部
門
の
語
彙
に
つ
い
て
詳
細
綿
密
に
考
察
し
た
結
果
を
此
処
に
報
告
す
る
。

【
方
法
】

饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
二
種
で
あ
る
国
会
図
書
館
蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
初
版
本
と
筑
波
大
学
図
書
館
藏
（
小
汀
利
得
旧
蔵
）

の
増
刋
本
と
を
対
照
に
し
、
こ
れ
に
増
刋
『
下
學
集
』
と
印
度
本
系
の
橋
本
経

亮
本
『
節
用
集
』
の
語
を
以
て
語
の
比
較
対
照
に
加
味
す
る
こ
と
で
、
語
の
収

載
状
況
を
拡
張
把
握
す
る
た
め
の
目
安
と
し
た
。
さ
ら
に
、
語
の
成
立
と
収
載

の
先
後
状
況
を
確
認
す
る
意
味
か
ら
現
行
の
国
語
辞
書
で
あ
る
小
学
館
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
第
二
版
と
角
川
『
古
語
大
辞
典
』
の
意
味
・
用
例
を
指
標
に
し

て
顕
著
な
特
徴
を
有
す
る
語
を
適
宜
選
択
し
、
其
の
語
が
持
つ
特
異
性
に
つ
い

て
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

【
結
論
】

室
町
時
代
以
前
の
古
辞
書
で
あ
る
三
卷
本
『
色
葉
字
類
抄
』
な
ど
か
ら
承
け

た
畜
類
門
の
語
「
啄
木
鳥
」
な
ど
は
、
室
町
時
代
古
辞
書
の
な
か
で
訓
み
の
保

持
と
変
容
の
異
り
を
見
せ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
あ
っ
て
、
収
載
す
る
語
と
未

収
載
に
す
る
語
と
の
境
界
線
を
引
く
証
左
と
な
る
の
が
こ
の
饅
頭
屋
本
『
節
用

集
』
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
編
者
の
代
表
者
林
宗
二
と
そ
の
一
族
た
ち
の
人

が
成
せ
る
こ
と
ば
選
び
の
技
倆
が
こ
こ
に
は
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

時
代
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
言
語
文
化
事
象
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
本
辞
書

収
載
の
語
彙
（
凡
そ
七
〇
〇
〇
語
）
の
な
か
か
ら
敢
え
て
特
定
の
語
を
選
別
し

な
が
ら
丹
念
に
見
据
え
て
い
く
こ
と
で
、
所
載
語
の
特
徴
を
見
定
め
る
こ
と
に

よ
り
公
家
・
武
家
そ
し
て
商
人
と
云
っ
た
身
分
階
層
を
超
え
て
の
知
的
文
化
交



- 12 -

流
の
一
端
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
予
測
し
つ
つ
、
今
発
表
で
は
語
の
継
承
性
に

つ
い
て
言
及
す
る
。
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